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沼汁 市‖中友クf協会の取組み

イイ津市 H中友好協会

会 長  渡逃 博夫

この度、沼津市日中友好協会 2017年 度定例総会において会長に選任されましたので、

就任のご挨拶を申し上げます。

本協会は、 1965年 (昭和 40年)7月 、沼津医師会館にて二橋正夫議長のもと 創立総会が開催され、

会員 45名 と共に発足、以来、今日まで脈々とその歩みを進め、 現在、 80名の会員をもって

その目的である「日本と中国両国民の相互の理解と友好 を深め以て両国の繁栄と世界平和に貢献すること」

をもって活動しています。 活動においては、中国事情の研究や紹介、両国民の各分野に亘る交流の促進、

中国語講座や合唱団などの講座や教室を置き、なかでも中国語講座は熱心な受講生

により活動の中心となっております。

また、近年では、 2012年 に日中国交正常化40周年記念 「地上の天空/北京・ 故宮博物院展」

の見学や 2015年 の映画 「15歳の夏」上映、2016年 には 第 16回浙江省青少年民族芸術団公演

を沼津市民文化センターに800名 の観客を 集めて開催するなど、会員はもとより伊藤前会長

をはじめ熱心な役員各位の尽力により、誠心誠意の活動が継続されてきたことに深く感謝の意を表します。

本年度の活動は前述の活動に加え、7月 9日 (日 )の西伊豆中国人殉難者慰霊の集い、9月 8日 (金 )

には中国大使館訪問及び何香凝 (かこうぎょう、中国の著名な画家で女性運動家・革命家として

大きな足跡を残した)美術展 (日 中国交正常化 45周年記念、東京 。上野の森美術館)の見学を予定

しております。会長就任において課題とされることは、何と云っても会員の増強であります。

現在、 日中友好とはいえ若干難しい環境にあるように思いますが、文化・芸術等による交流は

いつの時代でも尽きることのない永遠の絆でありあることから、広く理解を求め協力を頂けるよう会

の運営に努めて参ります。 新しい時代の国際社会の特徴の一つは、国と国との繋がりの他に、

地方自治体の 姉妹都市交流や,民間財団やNGO等 の民間組織、企業、個人など多様なレベルでの

国際協力関係が広がっていることであり、国民一人一人が担い手とされる国際交流が必要になっている

ものと思います。こうした環境になかで本会もその目標達成にまい進して参る所存であります。

どうぞ今後とも本協会に対しご理解ご協力をよろしくお願い申し上げます。



沼津日中友好協会「広報誌 。日中相交」発行に寄せて

沼津日中友好協会 会長 渡 退 博 夫

私ども沼津日中友好協会は、日中友好を二千年来の歴史と永遠の末来を貫く民族の課題であり、両国

が常に平和で友好的な関係を保ちあっていくことは、日中両国の繁栄に有益であるばかりでなく、世界

平和のためにも必要不可欠なことであると考えます。このことから、本協会は政治・思想・信条の垣根

を越え、政党政派にかかわりなく、日中友好を願う各界各層の人々が結集する市民組織として、
「中国を

知り、中国に親しむ」をモットーに、諸活動事業の実施を通じて日中友好と両国の交流促進を目指して

います。

そこで、この度、こうした活動を広く皆様に知っていただくことを第一に、本会の趣旨にご賛同いた

だける方々との仲間づくりをいたしたく広報誌を発行してえおります。

凡そ広報誌は、伝達を言葉から文字化することで、平等に情報を共有できること、紙面を通じて個々

人の考えを知ることができること、自らが情報発信者になることができるなど、その効用が期待できる

ものです。そして紙面を通じて全体の一体感を醸成することができることから、広報誌の発行に大いに

期待を寄せるものであり、皆様の熱い思いと共に有意義な広報誌となりますよう念じております。なお、

発行は年 3回 (1月 、 5月 、 9月 )の予定です。

この他にも好評の中国語講座生・中国歌謡合唱団員の募集ほか、中国との文化交流や親睦行事を企画

し丁寧な情報提供のもと、随時仲間を募集してまいります。



「2017年度大中物産杯日本語

曽克

四月八日、北京にある中国伝媒大学で「2017年度大中物産カップ日本語弁論大会」を開催しました。これは

東京銀座にある「大中物産株式会社」という商社と中国伝媒大学による共同主催のイベントで中日国交正常化

45周年の記念活動になります。

応募受付が開始しますと北京 14大学と天津 10大学の計 434人の応募者が殺到してきました。予選戦の結

果、16名 の入選者が決勝戦に入リステージに立ちます。

弁論大会のテーマとして、「90後 (90年代生まれ)のわたし」、「わたしの知りたい日本」、「もし私に四次元ポケ

ットがあつたら」で、その中に三選―で日本語力、作文内容、質疑応答、パフォーマンスの競い合いを行いました。

激戦を通して優勝賞 (南開大学)、 準優賞 (河北工業大学)、 第二位 (北京語言大学)、 特別賞(北京大学)はそ

れぞれ一人ノ結果になりました。

今回の「大中物産杯日本語弁論大会」は11回 目になり、例年と同じ関係者たちから高く評価されました。「両

国青少年の交流を深めること」、「若い世代を中心として、相互理解を更に深め、信頼関係を醸成し、両国の友

好関係の更なる深化への貢献に期待する」、「両国の民間交流の深化の為に非常に意義のあるイベント。これ

からも引き続き開催してほしい」、などのコメントがあげられています。

2016年 7月 、日本外務大臣から表彰をされた「大中物産杯日本語弁論大会」は、中国における日本語教育

の推進に貢献しています。

長年にわたつて大中物産株式会社は日中友好関係の促進に力を尽くしています。ついでにいいますと、「大

中物産杯日本語弁論大会」の事務局担当は私の友人で、一昨年「中国人殉難者慰霊」に参加に来た「大中物産

株式会社北京事務所」の王です。
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☆理事の曽克さんより現在中国における未来を担う若者の日中友好関係

民間交流の貴重なイベントの情報をいただきました。

このようなイベントが中国国内で行われているのは、とても喜ばしいことですね。 感lll:



颯馨鬱うス畿闇 承躍罐 響盪

可愛の可愛の 曜ゝ農毅麟

今回の突撃クラス訪間は、厚木編集員が所属し、現在中国へ留学中の大澤編集員が所属
していた水曜班午前、

古地班長が率いる小島先生のクラスヘ2017年 8月 2日 、松原が突撃取材に行つてきました。水曜午前 10時

から労政会館で講座は行われています。松原、朝が弱いため 5分遅れて講座会場
へ到着。コンコン、失ネLします。

「どうぞどうぞJと小島先生。日中相交の突撃にきました。よろしくお願いします。日本語であ
いさつをすると、

ささっと、軽い身のこなしで小島先生は私の席を作ってくださいました。そして授業は単語、動詞や名詞
の復習

を行つている最中でした。リズム良く席順に小島先生が指していきます、あれっあれっあれ
って、いつの間にか

私の順番。「はい次、松原さん」え?わかんないよ、ちやんと勉強しておくのだつたな。松原に比
べ、流石 !ク ラ

スの皆様しつかりと答えられています。皆さん中国語がしつかり身について
いるのがわかりました。復習は続き

ます。二つ動詞を使つた文の作成。家にある電化製品をあげる
。… そして小島先生は丁寧に文章を正しく直し、

バッチリ褒める。褒めて褒める。更に日本と中国の文化の違いも新しい目線でクラ
ス皆様にわかりやすく説明。

その説明も楽しい。オンドルの事、中国での畳の事情とても興味深かつたです。小島先
生のお話する中国語はテ

レビやラジオのアナウンサーみたいでとても美しい。それに先生は可愛い。楽しい授業だ。授業
は続く、ひとり

ひとり教科書の音読確認、そして発音を丁寧にアドバイス行つていた。班長の古地さ
んは、しつかり予習を行つ

てきていました。やる気満々です。古地さんは「なにせ、難しいからね。」と話して
いたけれど、小島先生がやる

気を引き出しているのがわかりました。これこそ小島先生の授業の魅力だろ
う。

今日は 5名の出席者。残念ながら厚木編集員は欠席。



授業風景♪とっても熱心に学びます。
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教科書は各りE使つているものが違います。水曜班はこちらを使つていました。

楽しいクラスです。笑顔が溢れしっかり学ぶ。小島先生の人柄を慕って、皆さん本当に楽しく授業を受けている

のがわかりました。でもカメラをむけたらド向いてしまいます。恥ずかしがり屋さんたち=

左と下の写真は、小島先生のクラスで授業を受けてい

る厚木編集員の蕎麦打ちと千本小運動会を題材にし

た中国語の作文。このように各講座生が文を作り、小

島先生が添削をし、授業の中で教材として使う事もあ

るとか。
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様々な角度で、中国語を学べるクラスだな。と感じ

ました。語学を学ぶ楽しさが溢オ1て いました。

講座生も仲が良い♪

小島先生の明るくて優しいお人柄が授業に表現さ

れ、とでもわかりやすい楽しい授業でした。
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取材当日の教科書内容



西伊豆町中国人中国人殉難者慰霊の集い 参加報告
西伊豆町中国人殉難者慰霊の集いがお行われました。仁科鉱山に国策軍需会社があり、 1944年 から194
5年初頭にかけて中国から強制連行された一般人が過酷な労働を強いられ、82名の死者をだしました。彼らの

霊を慰め今後の平和を祈る42回目の式典に私たち沼津市日中友好協会も参加しました。70数年前にあった事

実を後世に伝え、異国の地で命を奪われた方々の為に年に一度だけ行われる慰霊の集いです。来年も開催されま

す。ぜひ、多くの方に参列していただきたいと思いました。慰霊の集いです、決して楽しい遠足ではありません。

悲しい気持ちになるかもしれません。しかし、現代を平和に生きる私たちには大変意味のある大切な集いです。

中国語講座 0合唱団 オープンスクール開催

2017年 11月 1日～ 30日

中国語講座・合唱団ではオープンスクールを開催いたします。この期間は自由に講座を聴講できます。

この機会に沼津市日中友好協会で行われている講座を見学してみてください。期間中の参加は無料です。

オープンスクール日程、会場は講座日程表をご覧ください。

参加希望の方は事務局厚木 055-962-5628ま でご連絡お願いいたします。

講座生、団員は参加希望班の班長まで連絡をお願いいたします。

また、通常講座生、合唱団員も募集しています。

中国語講座料 沼津日中会員 3か月 13500円  非会員 15000円
合唱団 1か月 2000円 (月 2回 )

詳しくはホームベージをご覧ください。

沼津市日中友好協会会員 随時募集中

沼津市日中友好協会では会員を随時募集しています。年会費3600円 。途中入会の場合は月割りです。

中国語講座の割引制度、年 3回の会報 (日 中相交)、 各種行事の会員価格など。

入会は事務局 厚木まで 055-962-5628

～～～～編集後記～～～～

一生懸命作りました。松原と厚木の二人で頑張ったよ。自画自賛してもいいよね。

相変わらず編集委員募集中。お手伝いをしていただける方よろしくお願いします。何でも良いのです。パッチン

留めとか…封筒入れとか… 今、一番の問題はスキャナーを松原持って無いのです。次の 1月号の表紙を作成で

きない… 松原が持っている資料をスキャナーで写し添付で送ってくれるだけでも救世主 !!!

投稿歓迎&編集員歓迎 編集長松原 理哩二塑巡k却襲ユJュ

編集 松原裕美 事務局 厚木啓作


